
平成２９年度　全国学力・学習状況調査の結果について 富田林市立向陽台小学校

【学力状況調査】　　＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

Ａ（基本） Ｂ（応用） Ａ（基本） Ｂ（応用）

全体的な状況 課題 全体的な状況 課題

・国語Ａ、Ｂ共に全国より平均正答率を下回りました。「話すこと」、 ・漢字の定着やことわざ理解。 ・算数Ａ、Ｂ共に全国より正答率を大きく上回りました。特に、 ・特に大きな課題は見受けられない。

「聞くこと」といった領域では成果が見られましたが、「書くこと」、 ・いくつかの条件を満たした上で、自分の考えを文章に書き 「数と計算」においては、正答率１００％（全員正解）の計算 ・解答時間が不足していたことによる無答（算数Ｂ）。

漢字やことわざといった「言語事項」においては課題が見られま 表すこと。 問題も見られ、基本的な計算技能の定着がはかれている

した。 ・無答率（答えをかいていない）の高さ。 ことがわかります。

成果 課題解決に向けた取組み 成果 課題解決に向けた取組み

・国語科における「話す」活動を重点的に取り組んできたこと。 ・当該学年で学んだ漢字に限らず、遡って学習する機会を ・徹底した計算反復練習と様々な問題を数多く解くという ・尐人数習熟度別指導を土台に、これまで同様の一貫した

・朝の会でのスピーチや国語以外の教科でもグループ活動を 増やしたり、定着度を測る習熟テストやプリントを取りいれ 一貫した継続的な指導により、全体的な学力向上と底上げが 指導を継続すること。

積極的に取り入れてきたこと。 たりしていくこと。 達成できたこと。 ・児童の解答時間スピードアップを図るべく、効率的な解法

・委員会活動や児童会活動といった学校での活動経験が活か ・児童の「書く」力を伸ばす授業づくりの研究をすすめること。 ・４年生からの尐人数習熟度別指導を積み上げてきたこと の指導を取り入れること。

されたこと。 ・様々なテーマで作文を書く機会を増やすこと。

【学習状況調査】
状況が良好な主な項目 本校 府 全国 課題を残した主な項目 本校 府 全国

100 95 96 27 34 33
95 79 83 読書は好きですか。 51 71 74
84 51 63 国語の勉強は好きですか。 35 58 60

全体的な状況 課　題
友達との約束は守る（肯定１００％）、いじめは何があってもいけない（肯定１００％）といった友達を大切にしようとする意識は 読書や国語といった言葉に対する興味関心が低いことが大きな課題です。「新聞を読んでいますか。」（否定７６％）、
非常に高いと言えます。また、達成感を味わった経験の多さや挑戦する気持ちの高さは全国や府と比べても高いです。 「テレビやネットでニュースを見ますか。」（肯定７８％）、「授業以外の時間に読書をする」（否定４９％）という結果からも
地域との関わりも強く、行事やボランティア活動への参加意識も非常に高い結果が出ています。 児童の活字離れが進んでいることがうかがえます。

成　果 課題解決に向けた取組み
「友達と話し合う時、話を最後まで聞くことができますか。」（肯定１００％）。また、発表する時、うまく伝わるよう話の組み立てを 読書活動のさらなる充実を図るとともに、保護者の皆様の協力を得ながら、読書活動啓発を進めていきます。また、主に
考えたり、考えの理由がわかるように気をつけたりする意識は全国・府よりも高いです。以上のことから、相手を意識して、自分 国語の時間を通じて言葉遊びをしたり、ことわざや格言を紹介しながら言葉の面白さや奥深さを体験する機会を設けていき
の考えを伝えようとする態度が育ってきていると思います。集団で学習する成果とも言えると思います。 ます。さらに、外国語教育にも力を入れることで、児童に高い言語感覚を育んでいきたいと考えています。

○保護者のみなさんへ（全体を通じて）

【　　国　　　語　　】 【　　算　　　数　　　】

　今回の結果より、友達を大切にしようとする意識や善悪の判断ができる規範意識は育ってきていることがわかりました。また、集団生活の中で、子どもたち同士が互いに影響し合って成長していることも今回の結果からうかがえます。そこは本校のこれ
までの実践の成果、本校の子どもたちの強みであると思われます。しかしながら、学んだことが実生活の中で本当に活かされているかどうかを見極めていく必要もあります。学んだことをうまく使えているかどうか、確かな実践力につながっているかどうか
を日々の取り組みの中で今後も検証、指導を繰り返しながら定着へとつなげていきます。一方、国語力の低さや言葉に対する感覚の弱さが課題として明らかになりました。国語の重点研究も二年目を迎え、「話すこと・聞くこと」から「書くこと」へ力点をシフ
トしていきます。課題として目立った国語への興味関心を高める活動も授業に取り入れながら、学力向上にも取り組みます。子ども同士の関わり合いの中から成長へつなげるという本校の大きな強みを生かして、課題の改善に努めて参ります。
　本校区の子どもが育つキーワードは「関わり合い」です。地域行事やボランティア活動に参加することによる関わり合いや基本的な生活習慣が定着していることから見えた保護者の皆様の家庭でのていねいな関わり、それらの支えで本校の子どもたち
が健やかに育っていることが本調査結果でより明確になりました。本当にありがとうございます。今後とも学校、家庭、地域が子ども達のためにつながり、関わり合っていきたいと思います。変わらぬご支援、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

　調査実施要領にありますように、本調査結果は、学力や学習状況の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面でありますが、学校として以下の結果について真摯に受け止め、子どもたちの学力並びに学習意欲の向上に努めてまいります。
保護者のみなさんのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

【お知らせ】　お子様が中学３年生となる2020年度の全国学力・学習状況調査より、小学校６年生時点の調査結果と中学校３年生の調査結果を連携させ、各教科の平均正答率の推移などが「調査結果（個人票）」に示される予定で
す。調査結果を連携させるには、小学校から中学校へ「個人票コード」を伝達する必要がありますが、お子様が富田林市内の市立中学校に進学される場合は、小学校を通じて進学先の市立中学校へ伝達いたします。（他市町村や私
立中学校等へ進学される場合は、中学校入学後に進学先中学校へ「個人票コード」をお伝えください。なお、伝達する内容は「個人票コード」のみで、国語・算数及び児童質問紙の調査結果は含みません。）

授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生かしていますか。

今住んでいる地域の行事参加していますか。

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか。 将来、外国へ留学したり、国際的な仕事に就いたりしてみたいと思いますか。
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